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PS.PS. 会 費は平成会費は平成1717年度総会年度総会
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●申し込みは●申し込みは「交流サロン」「交流サロン」
やＨＰ等でも受け付けます。やＨＰ等でも受け付けます。

仲間になりませんか！仲間になりませんか！
向島学会では、向島学会では、会の目的に賛会の目的に賛
同し、同し、活動に主体的に参加す活動に主体的に参加す
るとともに、るとともに、活動の成果を会活動の成果を会
に提供する個人を対象に会員に提供する個人を対象に会員
を募っています。を募っています。会員２名の会員２名の
推薦が必要ですが、推薦が必要ですが、交流サロ交流サロ
ンなどに参加していただき、ンなどに参加していただき、
その後、その後、会員に申し込まれる会員に申し込まれる
ことをお勧めします。ことをお勧めします。

郵便振り込み郵便振り込み
　　00130-7-72319100130-7-723191　向島学会　向島学会
▲▲

PS.04PS.04年末に振込先が上記に変年末に振込先が上記に変
わりました。わりました。ご注意下さい。ご注意下さい。

向島学会　平成１７年度第２回交流のサロン向島学会　平成１７年度第２回交流のサロン

「向島学会のＮＰＯ法人化について」「向島学会のＮＰＯ法人化について」

日時日時：：平成１７年７月２３日平成１７年７月２３日（土）（土）午後２時から５時午後２時から５時
会場会場：：すみだ生涯学習センター別館３Ｆすみだ生涯学習センター別館３Ｆ  多目的室多目的室（東向島（東向島2-28-52-28-5））

プログラム　　プログラム　　
（（11））「向島学会のＮＰＯ法人化」「向島学会のＮＰＯ法人化」
11））墨田区のＮＰＯ支援について墨田区のＮＰＯ支援について
22））ＮＰＯ法人格取得のポイントＮＰＯ法人格取得のポイント
33））向島学会ＮＰＯ法人化検討部会報告向島学会ＮＰＯ法人化検討部会報告
44））意見交換意見交換

（（22））諸報告諸報告
11））向島学会のホームページについて　向島学会のホームページについて　
22））全国都市再生会議について全国都市再生会議について
33））向島大学講座について　向島大学講座について　
44））全国路地サミットと路地園芸プロジェクト全国路地サミットと路地園芸プロジェクト
55））その他その他

************************************

　
７
月
２
３
日
（
土
）、
平
成
１
７

年
度
第
２
回
交
流
の
サ
ロ
ン
が
開

か
れ
ま
し
た
。

向
島
学
会
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

化
に
向
け
て

報告報告
平成１７年度平成１７年度
第２回交流の第２回交流の
サロンサロン

************************************

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
ま
ず
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

第第 33回全国路地サミット神楽坂大会回全国路地サミット神楽坂大会「路地サミット「路地サミット i n   i n  神楽坂」神楽坂」
「もてなしの路地、「もてなしの路地、しつらえの路地　～路地からまちの未来を考える」しつらえの路地　～路地からまちの未来を考える」
●● 10 10月８日月８日（土）（土）14:3014:30開場開場
●●  場所場所：：神楽坂エミール神楽坂エミール((第第11 部、部、第第22 部とも）部とも）
・・第１部第１部：：路地シンポジウム路地シンポジウム
　基調講演　　西村幸夫　基調講演　　西村幸夫  （東大教授）（東大教授）
　講演　　　　岡本哲志　講演　　　　岡本哲志（岡本哲志都市建築研究所）（岡本哲志都市建築研究所）
　路地シンポジウム　路地シンポジウム
・・第２部第２部「懇親交流会」「懇親交流会」
　路地スライドショー　路地スライドショー：：中里和人中里和人
　路地園芸コンペの中間発表　ほか　路地園芸コンペの中間発表　ほか
    問合せ先問合せ先：：NPONPO法人粋なまちづくり倶楽部　事務局法人粋なまちづくり倶楽部　事務局((担当担当：：山下）山下）
●● tel tel：：03-3260-626003-3260-6260　　emailemail：：ikimachi@syoutengai-web.netikimachi@syoutengai-web.net

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト



２

 

交
流
サ
ロ
ン
記
録
◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
つ
い
て
◆

上
紙
：
墨
田
区
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
担
当
が
今
年
か
ら
出
来
ま
し
た
。

担
当
の
上
紙
で
す
。今
日
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
担
当
が
で
き
た
ご
挨
拶
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
事
業
の
ご
案
内
を
。
現
在
都
内
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
４
３
５

４
（
６
月
３
０
日
現
在
）
あ
り
ま
す
が
、
墨
田
区
に
は
３
５
（
都
認

証
）
と
少
な
い
状
況
。
区
と
し
て
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
革
命
と
も
い
え
る
時
代
の
流
れ
の
中
で
出
て
き
た
地
域
活

動
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
支
援
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
補
助
金
ス
タ
イ

ル
が
多
か
っ
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
団
体
に
対
し

て
単
な
る
補
助
を
出
す
方
法
は
逆
に
公
平
性
に
欠
け
る
一
面
も
で
て

く
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
２
０
０
７
年
問
題
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
団
塊
の

世
代
が
定
年
を
迎
え
地
域
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、
墨
田
区
は
町
会
な

ど
の
地
縁
活
動
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
ほ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、

そ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
達
が
地
域
に
戻
っ
て
き
た
と
き
の
体
制
が

で
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
新
た
に
地
域
に
戻
っ
て

く
る
人
達
が
地
域
の
大
き
な
活
力
と
な
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ひ
と

つ
の
選
択
肢
と
な
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
他
地
域
の
大
き
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
そ
の
よ
う
な
活
力
が
吸
収

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
墨
田
区
の
中
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
現
在
１
１
人
、
社
会
保
険
労
務
士
や
行
政
書
士
、

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
ち
上
げ
の
経
験
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
等
を
育

成
し
て
き
た
人
達
で
す
。
都
へ
の
認
証
申
請
や
法
人
登
記
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
等
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
６
回
派
遣
し
て
そ
の
費
用
を
区

が
持
ち
ま
す
。

（
大
川
さ
ん
の
紹
介
・
多
摩
大
学
講
師
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
。
６
月
の
法
人
化
部
会
で
向
島
学
会
と
初
顔
合
わ
せ
を
し
た
）

　
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
申
請
は
向
島
学
会
を
含
め
現
在
４

団
体
か
ら
要
請
が
来
て
い
ま
す
。
制
度
と
し
て
は
順
調
な
す
べ
り
出

し
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
担
当
と
し
ま
し
て
は

１
０
月
２
２
日
（
土
）
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
を
考
え
て
い
ま
し
て
、
日

本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
山
岡
先
生
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
設
立
後
間
も
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
場
所
と
し
て
旧
文
花
小
の

校
舎
の
一
部
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　
◆
区
の
自
治
振
興･

女
性
課
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
◆

　（
１
７
年
度
）

１
．
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

２
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
．
場
所
の
提
供

佐
原
：
今
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
る
と
い
う
こ

と
で
、
法
人
化
の
検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化

と
法
人
化
へ
の
ポ
イ
ン
ト
を
大
川
さ
ん
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
川
：
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
取
得
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て

（
別
紙
資
料
に
そ
っ
て
の
説
明
要
旨
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
唱
し
た
の
は
細
田
先
生
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
↓
民
間
非
営
利
組
織
・
非
営
利
分
配
組
織
／Non

‐Profit
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n

・
通
常
は
株
主
に
利
益
を
分
配
す
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
分
配
で
き
な
い

・
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
言
葉

佐
原
：
前
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会
の
報
告
を
渡
辺
さ
ん
か
ら
。

渡
辺
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
目
的
を
明
確
に
す
る
単
な

る
手
法
で
あ
る
。

　
問
題
は
、向
島
学
会
は
町
の
中
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

つ
く
る
か
つ
く
ら
な
い
か
を
会
で
は
ま
だ
議
論
し
て
い
な
い
。

佐
原
：
手
続
き
的
に
確
認
を
し
、
位
置
付
け
等
の
合
意
が
必
要
。（
別

紙
資
料
）（
３
）
の
基
本
方
針
、
大
き
な
お
金
の
動
き
。
助
成
金
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
て
は
、
安
定
性
が
な
い
。
何
を
基

本
に
す
る
か
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
向
島
大
学
等
の
リ
ス
ク
等

も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
法
人
化
し
て
い
な
い
と
き
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
郵
便
振
込
み
の
口
座
を
向
島
学
会
の
代
表
が
変
わ
る
度
に
変

更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
う
の
が
あ
っ
た
が
、
法
人
化
さ
れ
れ
ば

そ
れ
を
し
な
く
て
す
む
。
助
成
金
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
と
い

う
の
が
、
半
分
く
ら
い
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
よ
う
と
い
う
方
向

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
で
意
見
・
質
問

が
あ
れ
ば
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
崎
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会
員
で
は
な
い
の
で
す
が
、
台
東
区
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
金
の
問
題
と
し
て
は
、

公
共
の
お
金
の
受
け
手
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

運
営
に
継
続
的
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
向
島
学
会
の
場
合
は
金
銭

的
な
流
れ
で
な
い
、
別
の
流
れ
が
必
要
。
現
場
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て

困
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
現
状
で
は
、
大
き
な
年
間
事
業

活
動
が
あ
っ
て
も
、
銀
行
で
は
５
０
０
万
円
く
ら
い
し
か
貸
し
て
く

 Incubation 

（１）（１）向島学会のＮＰＯ法人化の必要性について向島学会のＮＰＯ法人化の必要性について
（（現状の主な問題点現状の主な問題点））
・・地元でも向島学会がどのような団体かあまり知られていない。地元でも向島学会がどのような団体かあまり知られていない。墨田区役所でも同様墨田区役所でも同様
・・対外的に提案する際、対外的に提案する際、現状では向島学会の趣旨や性格を説明することが難しい現状では向島学会の趣旨や性格を説明することが難しい
・・「仲良しクラブ」「仲良しクラブ」のままでは、のままでは、持続しないし、持続しないし、活動を広げにくい活動を広げにくい
（（ＮＰＯ法人化の必要性ＮＰＯ法人化の必要性・・メリットメリット））
・・団体理念団体理念（ミッション、（ミッション、社会的使命）社会的使命）が明確になるが明確になる
・・常にチェック機能が働き、常にチェック機能が働き、社会的信用性が高くなる社会的信用性が高くなる
・・銀行口座の開設、銀行口座の開設、不動産の登記や賃貸等を法人名でできる不動産の登記や賃貸等を法人名でできる
・・行政機関や民間企業等から委託業務や補助事業等が受けやすくなる行政機関や民間企業等から委託業務や補助事業等が受けやすくなる

（２）（２）向島学会の位置づけについて向島学会の位置づけについて
・・向島地域の資源や資料について収集向島地域の資源や資料について収集・・整理整理・・提供する団体提供する団体（データアーカイブ団体）（データアーカイブ団体）
・・向島地域の課題について検討向島地域の課題について検討・・提案する団体提案する団体（まちづくり提案団体）（まちづくり提案団体）
・・向島地域のアート＆まちづくり等の活動を支える団体向島地域のアート＆まちづくり等の活動を支える団体（まちづくり中間支援団体）（まちづくり中間支援団体）
・・公共団体や企業の活動を補完する団体公共団体や企業の活動を補完する団体（まちづくり補完団体）（まちづくり補完団体）

（３）（３）ＮＰＯ法人向島学会の組織運営の基本方向についてＮＰＯ法人向島学会の組織運営の基本方向について
・・身の丈にあった組織運営と事業展開。身の丈にあった組織運営と事業展開。基本的には収益事業を行わない方向で運営する基本的には収益事業を行わない方向で運営する
・・総会主導型ではなく、総会主導型ではなく、理事会主導型。理事会主導型。ただし、ただし、会員に必要な情報を提供することが前提条件会員に必要な情報を提供することが前提条件
・・会計処理や税務処理について専門知識を持つ人材の確保会計処理や税務処理について専門知識を持つ人材の確保・・育成育成（必要に応じて委託）（必要に応じて委託）
・・会員の持つ専門性や向島学会の研究機能を活かす　会員の持つ専門性や向島学会の研究機能を活かす　
・・５年後を目標に、５年後を目標に、アーカイブ事業を受託できるようにするアーカイブ事業を受託できるようにする

向
島
学
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
つ
い
て

ー
向
島
学
会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
検
討
部
会
報
告
（
概
要
）
ー

検
討
メ
ン
バ
ー
：
佐
原
滋
元
、
渡
辺
慎
二
、
友
野
健
一
、
遠
藤
裕
子
、

山
本
俊
哉
（
以
上
、
向
島
学
会
担
当
理
事
）　
文
責
：
山
本

墨田区墨田区NPONPO支援アドバイザー派遣制度支援アドバイザー派遣制度

　
学
会
内
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
検
討
部

会
で
事
前
に
検
討

さ
れ
た
課
題
が
資

料
と
し
て
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
実
施
に
資

す
る
た
め
、
議
事

録
を
残
し
て
お
き

ま
す
。

●ＮＰＯ法人化について●●ＮＰＯ法人化について●



れ
な
い
。
耐
震
判
断
・
改
修
を
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
手
当
て
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
で
き
な
い
。
向
島
大
学
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
ぜ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

曽
我
：
会
計
士
さ
ん
を
雇
う
費
用
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

岡
田
：
い
ら
な
い
と
思
う
。

曽
我
：
現
状
ス
タ
イ
ル
を
そ
の
ま
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
シ
フ
ト
で
き
、
費
用

が
か
か
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
目
的
が
明
確
化
さ
れ
、
教
室
が
借
り

ら
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
７
万
円
払
っ
て
も
良
い
。
あ
と

は
理
事
の
１
０
人
に
特
別
負
担
等
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
。

司
波
：
：
神
楽
坂
の
「
粋
な
ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部
」
で
は
地
元
の
建

築
事
務
所
が
か
な
り
負
担
し
て
く
れ
て
い
る
。
活
動
資
金
は
任
意
団

体
で
は
な
か
な
か
貸
し
て
く
れ
な
か
っ
た
が
、
路
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
出
来
る
く
ら
い
の
資
金
も
で
き
る
。
資
金
力
は
な
い
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

の
で
で
き
る
。
会
費
は
１
２
０
０
０
円
。
日
本
都
市
計
画
家
協
会
で

一
番
困
っ
た
の
は
広
報
。
今
は
Ｈ
Ｐ
で
済
む
。
神
楽
坂
は
最
近
の
出

来
事
の
更
新
が
で
き
な
い
。

佐
原
：
Ｈ
Ｐ
で
あ
れ
ば
、
向
島
学
会
の
Ｈ
Ｐ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
機
能
が
進
ん
で
き
た
の
で
今
後
は
良

い
。
ゆ
る
ゆ
る
と
し
て
お
金
を
動
か
し
て
き
た
も
の
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

す
る
と
で
き
な
く
な
る
。
源
泉
に
つ
い
て
の
調
査
が
税
務
署
か
ら

入
っ
た
り
す
る
の
で
、
寸
志
等
の
扱
い
も
出
来
な
く
な
る
。

伊
藤
：
会
計
処
理
は
な
ん
と
か
な
る
と
思
う
。

佐
原
：
「
す
み
だ
学
習
ガ
ー
デ
ン
」
で
は
会
計
ソ
フ
ト
で
税
理
士
さ

ん
が
年
４
回
は
い
っ
て
き
て
く
れ
て
い
る
。

司
波
：
：
そ
れ
で
も
誰
が
や
る
の
か
問
題
。

佐
原
：
伝
票
は
き
ち
ん
と
し
た
方
が
よ
い
。

藤
野
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
何
を
す
る
の
か
。
内
部
で
も
う
一
度
、
こ
れ
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
の
リ
セ
ッ
ト
が
必
要
。

佐
原
：
こ
れ
ま
で
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
か
っ
た
。
基
本
的
に
は
無
理
せ

ず
で
き
る
こ
と
を
。
資
料
の
④
⑤
等
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
お

金
か
、
登
録
制
に
す
る
の
か
・
・
・
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
も
っ
と

議
論
が
必
要
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
の
手
続
き
と
平
行
し
て
や
っ
て
い

け
ば
よ
い
。
Ｈ
Ｐ
・
大
学
講
座
に
つ
い
て
も
、
ど
う
定
着
し
て
い
く

の
か
。
ど
の
よ
う
に
事
業
展
開
し
て
い
く
の
か
。
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
、
骨
組
み
を
き
ち
ん
と
し
て
い
く
。
具
体
的
に
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
空
き
教
室
が
借
り
ら
れ
る
。
共
同
事
務
所
と
し
て
使
え
れ

ば
良
い
が
、
場
所
が
遠
い
と
か
、
Ｐ
Ｃ
が
使
え
な
い
と
か
の
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
事
務
所
機
能
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
良
い
の
で
は
な
い
か
。
イ
ベ
ン
ト
の
受
付
等
の
時
に
も
良
い

し
、
備
品
の
置
き
場
も
で
き
る
。
区
の
方
で
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
と

き
に
エ
ン
ト
リ
ー
は
で
き
る
。
今
日
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
来
て
く
れ

て
、
区
と
し
て
は
準
備
段
階
の
団
体
と
し
て
認
識
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
あ
と
は
中
身
の
吟
味
。

司
波
：
活
動
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
。
理
念
だ
け
で

は
だ
め
。
神
楽
坂
で
は
町
内
の
古
老
に
聞
く
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

地
域
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。
お
金
の
か
か
ら
な
い
活
動
が

２
、
３
必
要
。
年
２
回
く
ら
い
の
定
例
活
動
を
入
れ
る
必
要
も
あ
る
。

藤
野
：
主
体
的
に
提
言
出
来
る
団
体
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
。

曽
我
：
交
流
サ
ロ
ン
も
そ
う
だ
が
、
何
を
や
る
の
か
問
題
は
残
る
。

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
か
ま
ち
づ
く
り
か
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
定
義
の
な

い
ま
ま
来
た
。
予
算
も
綱
渡
り
的
に
や
っ
て
来
た
。
い
つ
も
イ
ベ
ン

ト
が
先
に
走
り
始
め
て
い
る
。形
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
や
っ
て
き
た
。

こ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
人
が
多
い
せ
い
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
は
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
要
素
が
多
い
。
そ
れ
で
こ
れ
ま
で
や
っ
て

い
る
。

佐
原
：
こ
れ
ほ
ど
事
業
計
画
を
つ
く
り
に
く
い
団
体
も
な
い
。
あ
る

意
味
で
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
過
ぎ
で
、
あ
る
意
味
で
は
何
も
な

い
。
中
身
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
だ
が
、
交
流
サ
ロ
ン
以

外
の
ベ
ー
ス
に
な
る
よ
う
な
活
動
が
見
え
な
い
。

司
波
：
も
っ
と
見
え
て
来
る
よ
う
な
も
の
が
必
要
。

佐
原
：
学
会
は
墨
田
区
役
所
に
も
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
知
ら
な
い

人
に
も
嫌
わ
れ
て
る
。
今
後
、
基
本
的
な
議
論
が
必
要
。

友
野
：
外
か
ら
見
た
と
き
に
、
あ
れ
を
や
っ
て
る
所
ね
み
た
い
な
も

の
が
必
要
な
の
で
は
。

藤
井
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
は
大
儀
名
文
で
あ
り
必
要
だ
と
思
う
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
化
し
て
、
有
効
に
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
。
利
益
を
あ

げ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
法
人
団
体
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
以
外
に

利
益
を
上
げ
る
方
向
も
考
え
た
方
が
い
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
と
り

な
が
ら
、
そ
れ
を
仕
事
に
生
か
す
と
か
。

伊
藤
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
利
益
を
上
げ
て
も
い
い
。
収
益
事
業
を
特
別

会
計
に
分
け
れ
ば
よ
い
。

佐
原
：
委
託
事
業
を
受
け
る
と
常
駐
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
に

な
る
が
、
事
業
が
な
い
と
き
ど
う
す
る
か
が
問
題
に
な
る
。
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
的
な
や
り
方
な
ら
よ
い
が
、何
人
も
人
を
雇
う
と
大
変
。

委
託
事
業
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
大
変
に
な
る
。

藤
野
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
で
規
模
を
大
き
く
す
る
と
思
わ
な
い
ほ
う
が
良
い
。

今
の
ま
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
動
く
。

佐
原
：
実
行
委
員
会
の
よ
う
な
存
在
と
考
え
る
。

司
波
：
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
の
立
ち
上
が
り
で
は
、
会
費
等
の
問
題
で
規
模

の
縮
小
が
起
こ
る
。

藤
井
：
利
益
を
上
げ
な
い
と
資
本
が
い
る
。

佐
原
：
利
益
を
上
げ
な
く
て
い
い
。
収
入
と
支
出
が
循
環
す
れ
ば
よ

い
。
曽
我
：
規
模
を
大
き
く
し
な
く
て
い
い
。

伊
藤
：
今
の
ま
ま
で
動
か
し
て
税
金
等
が
か
か
る
か
、
あ
ま
り
気
に

し
な
く
て
い
い
。
こ
の
ま
ま
名
前
が
変
わ
る
く
ら
い
の
考
え
方
で
。

司
波
：
今
の
ま
ま
で
い
い
。

大
崎
：
今
の
ま
ま
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
対
外
的
に
見
せ
な
い
と
い

け
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
と
補
助
金
を
受
け
や
す
く
な
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
た
ら
困
る
。
耐
震
改
修
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
や
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
か
ら
、
区
で
も
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
す
る
か
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

佐
原
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
す
る
こ
と
で
の
当
会
へ
の
メ
リ
ッ
ト
等
は
検
討
委

員
会
へ
の
宿
題
と
し
ま
す
。

以
上

墨田区自治振興墨田区自治振興･･女性課ＮＰＯ女性課ＮＰＯ

支援担当支援担当：：上紙氏上紙氏
「墨田区のＮＰＯ支援について」「墨田区のＮＰＯ支援について」

多摩大学講師多摩大学講師：：大川氏大川氏
「ＮＰＯ法人格取得のポイント」「ＮＰＯ法人格取得のポイント」

多摩大学講師多摩大学講師：：大川氏　資料大川氏　資料
ＮＰＯ法人格取得のポイントＮＰＯ法人格取得のポイント

１．１．ＮＰＯＮＰＯ（民間非営利組織）（民間非営利組織）の定義の定義（略）（略）
２．２．ＮＰＯ法ＮＰＯ法（特定非営利活動促進法）（特定非営利活動促進法）とはなにかとはなにか（略）（略）
３．３．ＮＰＯ法人をつくるにはＮＰＯ法人をつくるには
　（　（11））1010人の会員人の会員（ＮＰＯ法上の社員）（ＮＰＯ法上の社員）がいることがいること
　（　（22））３人以上の理事と１人以上の幹事をおく３人以上の理事と１人以上の幹事をおく
（役員の１／３以下しか役員報酬はもらえない）（役員の１／３以下しか役員報酬はもらえない）

　（　（33））１７の分野のうち最低１つは該当すること１７の分野のうち最低１つは該当すること
　（　（44））営利分配をしない営利分配をしない
　（　（55））政治や宗教活動をしない政治や宗教活動をしない
　（　（66））毎年度、毎年度、事業報告や会計報告を情報開示する事業報告や会計報告を情報開示する
　（　（77））定款をつくる定款をつくる
４．４．ＮＰＯ法人の１７分野ＮＰＯ法人の１７分野（略）（略）
５．５．ＮＰＯ法人の所轄庁ＮＰＯ法人の所轄庁（略）（略）
６．６．ＮＰＯ法人取得のメリットＮＰＯ法人取得のメリット（略）（略）
７．７．ＮＰＯ法人取得のデメリットＮＰＯ法人取得のデメリット
　（　（11））事業報告書や決算報告書などの情報開示の義務がある事業報告書や決算報告書などの情報開示の義務がある
　（　（22））法人税の均等割７万円を支払う法人税の均等割７万円を支払う
　（　（33））銀行から融資を受けられない銀行から融資を受けられない



４

■
向
島
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
■
　

（
報
告
：
・
友
野
・
古
橋
）
現
在
進
行
形
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
文
字
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
ま
た
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
文
言
、
ネ
ッ
ト

マ
ナ
ー
に
関
す
る
お
願
い
事
項
、
最
新
情
報

や
活
動
を
伝
え
る
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
の
よ
う
な

コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
、
と
い
っ
た
意
見
が
出

ま
し
た
。

　
な
お
、
８
月
２
５
日
に
友
野
氏
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
新
装
お
披
露
目
の
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。「（
た
い
ぶ
、
予
定
よ
り
遅
れ
ま
し
た

が
・
・
・
）
今
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報

を
ベ
ー
ス
に
最
新
の
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
（
結
果
）
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
ブ
ロ
グ
と
い
う

ツ
ー
ル
を
使
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

先日のキラキラ橘商店街のエイサーの写真　先日のキラキラ橘商店街のエイサーの写真　
http://www.mukojima.org/mt/archives/2005/07/post.htmlhttp://www.mukojima.org/mt/archives/2005/07/post.html
最新情報として、最新情報として、「向島大学」「向島大学」第１期講座第１期講座「向島まちアート創造プロジェクト」「向島まちアート創造プロジェクト」
http://www.mukojima.org/mt/archives/2005/08/aaaaaaaaaaaaaee.html#morehttp://www.mukojima.org/mt/archives/2005/08/aaaaaaaaaaaaaee.html#more
の情報も載せました。の情報も載せました。

■
全
国
都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
会
議
■

　
向
島
学
会
と
し
て
会
議
に
参
加
し
ま
す
。
第
１
日
目
の
交
流

会
６
：
ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
（
会
場
：
２
８
Ｆ

Ａ
２
８
１
４
）
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
滝
川
、
ベ

ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
と
一
緒
に
発
表
し
ま
す
。
２
０
０

４
年
度
に
古
橋
さ
ん
が
作
成
し
た
『
向
島
Ｃ
Ｍ
』
を
公
開
し
ま

す
。
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
。

第
１
日
全
国
ま
ち
づ
く
り
展 

８
月
６
日
（
土
）

東
京
・
工
学
院
大
学
　（
東
京
・
西
新
宿
）

○
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
新
宿
屋
台
村
」

○
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
「
知
恵
の
交
流
」

（
終
了
報
告
：
大
崎
）
８
月
６
日
（
土
）
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
分
科
会
形
式
の
交
流
会
で
は
、
学
会
か
ら
の
報
告
者
と
し

て
、
古
橋
さ
ん
、
曽
我
さ
ん
が
発
表
し
、
向
島
学
会
関
連
か
ら

１
５
人
ほ
ど
の
方
々
が
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
グ

ル
ー
プ
は
、
活
動
内
容
だ
け
で
な
く
阻
止
区
や
事
業
的
な
面
で

も
特
色
あ
る
チ
ー
ム
が
そ
ろ
っ
た
た
め
、
か
な
り
つ
っ
こ
ん
だ

議
論
が
で
き
ま
し
た
。
詳
し
い
報
告
は
今
後
（
予
定
）
に
。

（
報
告
：
長
谷
川@

S
O
N
O
T
A

）

「
京
島
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の
動
画
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
実
物
を
。

http://www.doblog.com/weblog/myblog/41138http://www.doblog.com/weblog/myblog/41138　　←←

今回も学生など新らしい人の顔が今回も学生など新らしい人の顔が・・・・・・

■
向
島
大
学
講
座
■

（
報
告
：
曽
我
）
向
島
大
学
の
第
１
期
講
座
案
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
に

も
と
づ
い
て
、
９
月
４
日
か
ら
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
な
お
、

関
連
し
て
『
Ａ
Ｉ
Ｇ
す
み
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
趣
旨
）

　
東
京
の
下
町
・
墨
田
区
向
島
で
、
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
支
援
す
る
「
向
島
学
会
」。
こ
の
秋
よ
り
「
向
島
大
学
」

と
銘
打
っ
て
、
誰
も
が
気
軽
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
講
座
シ
リ
ー
ズ
を
開
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
向
島
大
学
」
第
１
期
講
座

□
□
□
「
向
島
ま
ち
ア
ー
ト
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
□
□
□

　
こ
の
講
座
で
は
、
向
島
を
舞
台
に
展
開
す
る
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
、
受
講
者
に
ア
ー
ト
と
ま
ち
づ
く
り

を
体
験
的
に
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。向
島
学
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
（
上
記
）
か
ら
。

体
験
学
習
編
「
向
島
を
読
む
」

こ
の
秋
、
向
島
の
ま
ち
で
演
劇
公
演
「
ふ
た
つ
の
向
島
　
東
京
～
尾

道
」
を
開
催
す
る
劇
団
「
ト
リ
の
マ
ー
ク
」（
仮
称
）
を
ゲ
ス
ト
講
師

に
迎
え
、
ま
ち
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の
記
憶
を
新
た
な
視
点
で
読
み

解
き
、
再
発
見
し
て
ゆ
く
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
法
つ
い
て
学

び
ま
す
。

▼
第
１
回
９
月
４
日
（
日
）

　
向
島
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

▼
第
２
回
９
月
２
４
日
（
土
）

　
東
京
・
尾
道
交
流
展
＆
ま
ち
づ

　
く
り
交
流
会
「
ふ
た
つ
の
向
島

　
場
所
の
引
力
」

▼
第
３
回
９
月
２
５
日
（
日
）

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
見
学
＋
地

　
域
再
発
見
ま
ち
歩
き

▼
第
４
回
１
０
月
２
９
日
（
土
）

　
ダ
ブ
ル
レ
ク
チ
ュ
ア
＋
ト
ー
ク

　
セ
ッ
シ
ョ
ン

■
ふ
た
つ
の
向
島 

東
京
～
尾
道
■

（
報
告
：
曽
我
・
真
野
）
劇
団
「
ト
リ
の

マ
ー
ク
」（
仮
称
）
に
よ
る
東
京
・
墨
田

と
広
島
・
尾
道
を
結
ぶ
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
あ

わ
せ
た
広
島
県
尾
道
へ
の
視
察
と
交
流

の
様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
の
向
島
で
は
、
９
月
３
／
４
日

に
「
記
憶
採
集 

ふ
た
つ
の
向
島
」
東
京

の
向
島
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
が
。 

　

　『
船
を
下
り
た
ら
、
夕
暮
れ
の
向
島

を
散
策
。「
読
む
地
図
」
が
あ
な
た
を
ナ

ビ
ゲ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
休
憩
し
た
り
、

次
の
場
所
へ
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

り
。「
水
と
魚
の
記
憶
」
の
思
い
出
を
書

い
た
り
。
ゆ
っ
た
り
と
向
島
の
町
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。』

　
も
う
一
つ
の
尾
道
・
向
島
で
は
、
９

月
１
１
日
・
１
８
日
に
、
「
記
憶
採
集

ふ
た
つ
の
向
島
」
尾
道
の
向
島
へ
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

　『
夏
の
夕
暮
れ
、
尾
道
の
町
を
歩
き

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
井
戸
、
水
に
ま
つ

わ
る
記
憶
の
あ
る
場
所
を
た
ど
り
、
や

が
て
向
島
の
見
え
る
場
所
へ
…
。
さ
か

な
お
と
こ
は
ど
こ
に
い
る
の
で
し
ょ

う
。』

　
東
京
で
の
展
示
は
、
９
月
２
３
日
～

１
０
月
２
日
、「
フ
ル
ハ
ウ
ス
」
に
て
。

◆
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